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取扱説明書
■この説明書と保証書をよくお読みのうえ、 
正しくお使いください0そのあと大切に保 

存し、必要なときお読みください。 

■保証書は必ず「お買い上げ日•販売店名」 
などの記入を確かめて、販売店からお受 

け取り〈ださい。

保証書別添付

上手に使って上手に節電

〈連動式•10局WR-770）
＜連動式*15局WR-775〉
く連動式.20局WR-780）写真uwr-780てす

特長
春非常操作部、非常•業務放送出力選択部、モニター部で構成された非常•業務兼用の非 

常リモコンです。
•コンピュータの採用により、コンピュータ自身、蓄電池、非常用マイク、リモコン回線 

およびスピーカ回線の点検を自動的におこなうセルフチヱック機能付です。
春必要な場所だけに放送できる、ブロック指定放送が可能です。
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安全上のご注意 G必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必すお守りいただ＜ことを、次のように説ミ与 

しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

A警告
A注息

この表示の欄は、「死亡まだは重傷などを負ろ可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負ろ可能性まだは物的損害のみが発生する可能性が想定される」 
内容です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は絵表示の一例です。）

このよろな絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。

曝 このよ^な絵表示は、必ず実行していただ＜「強制」の内容です。

△警告
分解しない、改造しない

火災や感電の原因と
なります。

分解禁止

修理や点検は販売店にご連絡
ください。

定期的に点検をする

点楼は、
者に依穎して ＜ださし'。

大する原因となりま

非常時に作動しない
と、

販売店や保守契約業

火災や災害を.拡

•指定範囲は常に整理、整頓し 

て ＜ ださい。

周囲に物を置かない

非常時の操作の妨げ 

になり、火災、災害 

の拡大の原因となり 

ます。

參ただちに販売店にご連絡＜だ 

さい。

異物を入れない

水や金属が内部に入 

ると、火災や感電の 

原因となります。

工事は販売店に依頼する

必す販売店に依顆して＜ださ

工事には技術と経験 

が必要です。火災、 
感電、けが、器物損 

壊の原因とな10ます。

•ただちに販売店にご連絡＜だ 

さい。

異常があると吉は、
すぐ使用をやめる
〇 煙が出る、臭いがす 

る、水や異物が入つ 

だ、落として破損し 

だなど、火災の原因 

となります。



安全上のご注意 〇必ずお守りください

重量に耐える 

取り付けをする
取付の場所や方法がmM ■

（や転倒）などでけが 

の原因となります。

©販売店に依頼してください。

決められたヒューズを使ラ

規定以外のヒューズ 

を使ろと、火災の原 

因となります。

V _ _ y

△注意
蓄電池の交換は、販売店か 

保守契約店に依頼する
感電の原因となりま 

Wす。

V _ _ y

蓄電池をぬらさない

発熱、破損などの原 
fx） sとなります。

禁止

V ノ

このたびは、パナソニック非常リモコンをお買い上げいただき、 
まことにありが’とうございました。

使用上のお願い
•取り付け高さは変えないで〈ださい。
非常リモコンの取り付け高さ 
は床か100.8~1.5mの範囲内 
と消防法で決まっていますの 
で、ご注意ください。

•本機に異常があるときは
使用中に異常表示灯および短 
絡表示灯が*灯したリ、突然 
杏が出なくなるなど異常が生 
じた場合はすぐに販克店にご 
速絡ください。

修お手入れは
•ケースの汚れは乾いた布で 
ふいてください。ひどい汚 
aは、水か台所用洗剤を少 
し布につけてふき、あとは 
からぶきしておきます。

«ベンジンやシンナーは絶対 
に使用しないでください。 
，々バーが変形したり、他、 
、することがあります。 /

⑩操作説明書は本機の近くに置いてください
非常時に確実に操作できるよ 
うに、操作説明，1::は本機の近 
くにKいてください。本機の 
【•.には絶対に芯かないでくだ 
さい0

表示カードの使いかた
※放送階選択スイッチおよびブロック選択スイッチに 

は、各スピーカの設置場所やブロック指定した場 

所などを記入する表示カードが付いています。

〈表示カードへの記入方法〉
•アクリルカバーの上下の端面に指をかけ、手前に 

引いて、アクリルカパーを外します。

春カバーの下の表示カードにスピーカーの設置場所 

やブロック指定した場所などを記入します。

•表示カードの記入は、鉛筆で 

行うと、消しゴムで簡単に消 

えますので、訂正や変更が容 

易です。

手前に引く

アクリルカパ

■記入後は、アクリルカパーをもとの位置に、はめ 

込みます。

※爪部分は、無理に力を加えると折れますのでご注意ください
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非常放送のしくみ 各部の名前と働き
•非常用放送設備は、火災発生時に音声合成による音声警報を自動的に放送します。
もちろん、通常の呼出放送など、業務放送も行えます。

•起動方式により操作方法（動作）に少し差があります。あらかじめ販売店（工事店）から起 

動方式を確認しておいてください。
マイクドア内

発報放送
階別信号/^報連動＞-

\｛発報停止）一 

本体マイクドア内

.（非常起動スイッチを押す）
~~f T ~ ※寺，:_ _

:（；火災放送スイッチを押す）〔自動放送）火災確 

認信号 発報放送＞

火災放送h
（階別信号） 火災放送

発報放送＞
\火災放送＞

＜非火災放送スイッチを押す＞

非火災放送
—自動
—手動•細線

熱•煙感知器

起動方式

非常電話

放送する
マイクで

発報連動停止スイッチ

切換スイッチ
発報放送/火災放送

音声簪報放送

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、 
異常があリませんでした。ご安心ください。j

ピンボン ピンポン ピンポン 

「火取です/火事です/〇階で火災が発生 

しました。落ち着いて避難してください。」 
ビュービュービュー（第2シグナル音）

ピンポンピンボンピンポン（第1シグナル音） 
「ただいま〇階の火災感知器が作動しまし 

た。係Uが確認しておリますので、次の放 

送にご注意ください。」

※発報放送の後に、自動的に火災放送されるのは、種々の条件があります。 
（詳細は工事説明害をごらんください。）

〇マイク指示灯（オレンジ色）［▼］
•非常時、オレンジ色に点滅します。
•マイク放送をしているあいだは、点灯にかわ 

リます。
❷非常、一般業務放送兼用マイクロホン 

•マイクを外し、スイVチを押しながら放送し 

てください。

a
•マイクスイッチを押したとき、電子音（ピッ） 
は出ません。

©モニタースピーカー
*マイクのスイッチを押すとモニタースヒーカ 

一の音は切れますのでハウリングはおこリませ 

ん。

®荏:はマイクドア内のモニタ音Mスイツチで 

切リ換えます。

00

上り4音を放送できます。 

下り4音を放送できます。

•各々のスイッチ（非常起動スイッチを除く）は、ソ 

フトタッチの電子スイッチを採用していますので、押 

すと"ピッ”という電子音が出ます。
•スイッチは、正確に押してください。

❽出カレベル表示灯 ＜©非常復旧スイッチ
［出カレベル］ ［非常復旧］
•フ、ヒー々一よリ流 非常放送をmmする
れる？'V•の出カレべ ときスイ../チを押し
ルを表示します。 ます。
♦接続された險器の 

皆U調節は、亦色 

の表示灯が*灯し 

なぃよう調節しま

（—般放送millも可）

す0
V _ _ _ _ _ _ _ _

□3JL

❹放送可能表示灯（緑色）放送可能- - 固
一斉放送スイッチ、ブロック選択スイッチまた 

は、放送階選択スイッチを押すと、緑色に点灯し、 
放送可能となります。放送中に消灯したときは、 
リモコン放送、一般外部放送、チャイム放送な 

どを放送中です（後押し優先方式の項もご参照く

©—斉放送スイッチfcsi
書一斉放送するときに押します。
アッテネータ（音M調怯器）が「OFF」の状態 

でも放送できます。（3線式配線の場合）（この 

場合、放送階選択指示灯が点灯します。）
*ア•ソテネータ「OFF」のとき、放送できなく 

することレ可能です。^
❻放送復旧スイッチ
放送が終了したら、放送m旧スイッチを押しま 

す。（放送可能表示灯が消えます。） 
©コールサインスイッチ
放送可能表示灯が点灯している時に、コールサ 

インスイッチを押すと、コールサインを放送で 

きます。

- - a
■. m it. 
001 ~ • • • ••*

OOl__J'

(.•り 001 00

- - - OOL 00LJ •
00厂 OOl ' •

4, ECD 001 *、 oof__1•

- oodz
*\、 - • ••

〇（ 001 <5gCZ]'*i
〇( \ 〇〇［ ooK >■>

of 1« OOl 001

°czt \ 〇〇〇 001!.

©
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❿非常起動スイッチ［非常起動］
•尹動で非常放送をする時に押します 

（発報発送時または発報連動停止状態で階別 

信号入力時に、このスイッチを押して火災放 

送することができます。

®火災灯（赤色）
•階別信号からの非常起動により顯します 

泰階別信号+火災確認信号からの非常起動によ 

リ皮灯します。
•手動起動スイッチを押すと別します：
•自動放送タイマー作動中は.“減します。

I ©連動表示灯（赤色）連 動
発報連動として使用するとき、マイクドア内の 

連動スイ/チを押すと、点灯します。
（連動一斉表示灯は消灯）

®連動一斉表示灯（赤色）連動一斉
速動一斉として使用するとき、マイクドア内の 

連動一斉スイッチを押すと、点灯します。（連動 

表示灯は消灯）
®発報連動停止表示灯（赤色）発報連動停止
発報連動停止として使用するとき、マイクドア 

内の発報連動停止スイッチを押すと点灯します

❿ブロック選択スイッチ［ブロック選択］
❿ブロック作動灯（緑色）［作動］
•ブロック指定した場所に放送するとき押しま 

す。

•ブロック選択スイ•ノチを押すと、フ'ロック指 

定した作動表示灯が紂色に点灯します。
©ブロック選択スイッチの復旧は、放送復旧ス 

イッチを押します。
•ブロック選択スイッチは、放送階選択スイッチ 

よりも優先します。
作動ブロック選択

t t □ 1 1
t \ □

U 幸 法 □

指定した壜所\ 
の作動表示灯I 
がS色に点灯

©発報放送表示灯（オレンジ色）sm
発報放送時に.【.v.灯します。

❿火災放送表示灯（赤色）^
❿火災放送スイッチ
非常時、スイ'チを押すと火災放送表示灯（赤 

色か,“灯し火災放送が放送されます。
©非火災放送表示灯（緑色）^
©非火災放送スイッチ 〇
非常時、スイ'チを押すと非火災放送表示灯 

（站色）か//.灯し非火災枚送が放送されます。

©放送階選択指示灯（オレンジ色）0.^^
•非常時（p皆別信号など、外部起動で非常動作に 

なつた場合）オレンジ色に.ヴ灯します0
*手動非常動作時（非常起動スイノチON）点滅 

します：この後階別M号人力や手動入力（放 

送階選択スイ/チ、ブロック選択スイッチON） 
て••点灯に変ります。
•一般放送時、一汽放送スイッチ、ブロック選択ス 

イッチを押したとき/.（灯します。（一斉放送ス 

イッチは、咨き込みによる緊急一斉指定した 

状態ブ灯）
©放送階選択スイッチ［放送階選択］

出火接作動 放送睹

□ □
修放送したい階の放送階選択スイッチを押しま 

す。（作動表示灯が点灯）（緑色）
♦放送階選択スイッチを個別に復旧するときは、 
再度押します。（作動表示灯が消える）
♦すべてを復旧するときは放送m旧スイッチを 

押します。（すべての作動表示灯が消えます。）
©出火階表示灯（赤色）［出火階］
•非常時、階別信号によリ起動を受けた階の出 

火階表示灯が赤色に点灯し、出火階を表示し 

ます。
•一つの階に、複数の室があるとき、その階の 

すべてが点灯します。

❿作動表示灯（緑色）［作動］
©放送階選択スイッチまたは、ブロック選択スイ 

ッチを押すと緑色に点灯します。
®—斉放送スイッチを押すとすべてが点灯します。
•非常時、出火階または連動階の作動表示灯が 

占灯しま寸
參スピーカ回線が短絡すると、短絡した階の作 

動表示灯が点滅します。このとき、短絡表示 

灯（赤）も点灯します。販売店または保守契約 

店にご連絡ください。
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各部の名前と働き
©主電源表示灯（緑色）［主電源］
•常用電源（AC100V）が使用されているとき、
姑色に点灯します。
•非常電源（DC24V）に切り換わると点灯します 

（停電時の非常動作時）
©異常表示灯（赤色）［異常：
次の回路に異常が生じると、，か色にA灯します。 
1•コンピュータ峰コンピュータ異常表示灯もm
2. リモコン回線—リモコン回線異常表示灯も也灯
3. 蓄電池 ■►蓄電池異常表示灯も点灯
4. 非常用マイク（本体、リモコン）

—マイク異常表示灯も点灯 

（異常の機械のみ点灯）
（ご注t J
異常表示灯が赤色に点灯、または主電源表示灯 

がmえているときは' 販売店、保守契約店にご 

連絡ください。
©短絡表示灯（赤色）［短絡：
スピーカ回線が短絡すると、'が色に点灯し、糾 

絡した場所の作動表示灯が緑色に点滅します。
Cご注意厂〇
短絡表示灯が赤色に点灯したときは、販売店、 
保守契約店にご連絡ください。

©蓄電池点検スイッチ［蓄電池点検］
スイッチを押すと主回路電源電圧計に約10杪蓄 

電池電圧が示されます。（指針が綵色の範囲内で 

あれば正常です。）
©主回路電源電圧計［主回路電源電圧］
通常は非常電源電圧を表示します。蓄電池点検 

スイッチを押すと蒂嵬池電圧がしめされます。
❿マィクドア
開けると内部に各M異常表示灯と設定用スイッ 

チ類があります。

©©

并用

OK焚D殺） ■! r，轉1 r» ti r««.»1

feiWJ O C

▽…

マイクドア内
各種異常表示灯

■操作パネル左上の異常表示灯が赤色に点灯し 

たとき、下の表示灯のいずれかが亦色に*灯 

します。
•どこが異常なのか確認してから阪売店、保守 

契約店にご述絡ください。
•異常表示灯*灯時は替告音が「ビーピー」嗚リ 

異常をしらせます。
替告音を止めるにはいずれかのスイッチを押 

してください。一時的に止めることができま 

す。

©コンピュータ異常表示灯（赤色）
コンピュータ異常時、点灯します。

©リモコン回線異常表示灯（赤色）
リモコン回線異常時、点灯します。

©蓄電池異常表示灯（赤色）
蓄電池電圧が異常の場合、点灯します。

©マイク異常表示灯（赤色）
マイクがなんらかの原因で断線状態になると戍 

灯します。
リモコンのマイク異常であれば異常のあるリモ 

コンのマイク異常表示灯が点灯します。

6



© © © ©

コンビュ-タリモコン

放送エリア切S
afc-e

マイク

-©

-©

-©

❿発報連動停止スイッチ
拳発報連動停止でご使用になるとき、このスイ 

ッチを押します。
発報連動停止表示灯が点灯します。

©連動スイッチ
暴連動でご使用になるとき、このスイッチを押 

します。
•連動表示灯が赤色に点灯します。
（このときは、連動一斉表示灯は消灯）

©連動一斉スイッチ
■連動一斉でご使用になるとき、このスイッチ 

を押します。
•連動一斉表示灯が赤色に点灯します。（このと 

きは連動表示灯は消灯）

©モニタ音量スイッチ
モニタ音量を3段階に切リ換えできます。 
（非常時は無効です。）

❿コンピュータ制御スイッチ:コンピュ-夕制街入/切： 
•通常は必ず「入」位置にしてください。 
•異常が発見され、修理した後、このスイッチ 

を「切」にしてから「入」にすると、正常の動作 

に戻リます。
〇 ヒュータ異常時に放送するとき、 
すると一斉マイク放送ができます。

切」に



非常放送のしかた⑴
■発報連動⑽ •煙感知起動4発報連動停止表示灯消灯時）

、v ン’

感知器から 

信号が〈る（ 
（発報状態）

1出火階、連動階に発報放送が放送され 
る0

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「ただいまC階の火災感知器が作動しまし 
た。係員が確認しておりますのて、次の放 
送にご注意ください〇」

•火夫灯点滅（赤色）
♦出火階の作動表示灯点灯（緑色

^d： 嚴
I \\
\ /7

□ □
□ □
□ □ 出火階

2火災を確認する
©火災蟀火災放送スイッチを押す， 

火災放送が放送される：

「火事です/火寧です/〇階で火災が発生 
しました。落ち落いて避難してください。j 
ビュービュービュー（第2シグナル音）

•非常起動スイッチを押して1、火災放 
送されます。

®マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、 
放送m旧スイッチ、非火災放送スイッ 
チを押して火災放送を止めることがで 
きます。

以下:i自動的に移行します。
•発信機起動（火災確認但号+階別信号）
参非常電話作動（火災確認信号+階到信号）
»第:;惑知器作釣（階別信号）
•同上（火災確認信号）
•タイムアップ（ 2 - 5分）
❹非火災"♦非火災放送スイッチを押す。

非火災放送が放送される。

ビンボンピンポンピンポン（第1シグナル音）
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、 
異常がありませんでした。ご安心ください0」

g非常復旧スイッチを押す 
非常放送が終了します
（感知器が動作している間は、 
非常校送はm旧しません。）

n累a旧

発報連動停止消灯

^必要な階を選択し、再びマ 
イクで放送する。

□ □

〇押す□ □
一斉放送の場合は、一斉放 
送スイッチを押す 

火災放送時に放送復旧スイ 
チを押した後、放送階選 

択スイッチを押すと、第2 
グナル音が鳴ります

3状況に応じて、
適宜マイクで放送する0 
（マイク放送優先） A放送復旧スイッチを押す

出火階と速動にマイク放 
送が流れる
連動一斉表示灯点灯時は、 
マイクは全館一斉放送とな 

、5の操作は不要です。
®火災放送時マイクで放送し 
た後、マイクスイッチを切る 
と第2シグナル音が鳴ります。

放送階選択指示灯が*減

8



非常放送のしかた⑵
■ 車動^（亭止（熱•煙感知起動4発報連動停止表示幻■点灯時）

難
^3^

/感知器から 

信号がくる 

（発報状態）

モニタスピーカから火災音信号が放送 

される。

ピー、ビー、ビー 発報連動停止点灯

6非常復旧スイッチを押す。 
非常放送が終了します。
（感知器が動作している間は、 
非常放送はm旧しません。）

発報放送はされません。

火災灯点滅（赤色）
出火階の作動表示灯*灯H色）

-(^ 殺

saw r»ii atm

□ □
□ □
□ □ 出火階

2火災を確認する
®火災蛉火災放送スイッチを押す。 

火災放送が枚送される。

「火事です/火事です/〇階で火災が発生 
しました。落ち落いて避難してくださいOJ 
ビュービュービュー（第2シグナル音）

春非常起動スイッチを押しても、火災放 

送されます。
•マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、 
放送m旧スイッチ、非火災枚送スイッ 
チを押して火災放送を止めることがで 
きます

以下は自動的に移行します：
•発u機起動（火災確認信号了階別信号）
*非常電話作動（火災確泛信号-冶別信号） 
•第二感知器作動（階別信号'
*同上（火災確認信号）
«タイムアップ（2〜5分）
©非火災蚌非火災放送スイ.ノチを押す。

非火災放送が放送される。

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、 
異常がありませんでした。ご安心〈ださい。」

w_
5必要な階を選択し、再びマ 

イクで放送する。

□ □
□ □

□ □ 押す

□ □
•一斉枚送の場合:よ、一斉放 
送スイッチを押す。
®火災枚送時に放送愎旧スイ 
チを押した後、放送階選 

択スイッチを押すと、第2 
シグナル音が鳴ります。

3状況に応じて、

適宜マイクで放送する 
（マイク放送優先）

A放送復旧スイッチを押す

出火階と連動階にマイク放 
送が流れる。
連動一斉表示灯点灯時は、 
マイクは全館一斉放送とな 
り、5の操作は不要です 

火災放送時マイクで放送し 
た後、マイクスイッチを切る 
と第2シグナル音が鳴ります。

押す
放送階選択指示灯が点滅。

9



火災灯点灯（赤色）
出火階の作動表示灯点灯（絲色）

-rro 

< / /1
殺

□ □

連動階

-出火階

非常放送を終了する場合は6へ

10

■発信機•非常電話起動（発報）
（発信機•非常電話と連動蛉発報放送/火災放送切換スイッチが「発報放送」）

感知器から 

信号がくる 

（発報状態）

出火階、連動階に発報放送が放送され 
る〇

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「ただいま〇階の火災感知器が作動しまし 
た。係員が確認しておりますので、次の放 
送にご注意くださいOJ

6 - 2

非常復旧スイッチを押す。 
非常放送が終了します。
（感知器が動作している間は、 
非常放送はm旧しません。）

5必要な階を選択し、再びマ 

イクで放送する

□ □ I U押す
一斉放送の場合は、一織 
送スイ./チを押す。

•火災放送時に枚送m旧スイ 
チを押した後、放送階選 

択スイッチを押すと、第2 
シグナル音が哦リます。

4放送復旧スイッチを押す

W
押す

放送陏選択指示灯が点滅。

3状況に応じて、
適宜マイクで放送する。 
（マイク放送優先）
スイツチを押す

M
＞出火階と連動階にマイク放 
送が流れる。

•連動一斉表示灯点灯時は、 
マイクは全館一斉放送とな 
り、5の操作は不要です。 
火災放送時マイクで放送し 
た後、マイクスイッチを切る 
と第2シグナル音が嗚りますc

2火災を確認する
參火災疇火災放送スイッチを押す。

火災放送が放送される。
ピンポンピンポンピンポン 
「火事です/火事です/〇階で火災が発生 
しました。落ち着いて避難してください0J 
ビュービュービュー（第2シグナル音）

発報放送が終了すると、火災放送され 
ます。

♦非常起動スイッチを押しても、火災放 
送されます。
•マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、 
放送復旧スイッチ、非火災放送スイッ 
チを押して火災放送をとめることがで 
きます。

以下は自動的に移行します。
•第2惑知器作動（階別信号）
春感知器発報放送終了後

®非火災-►非火災放送スイッチを押す。
非火災放送が放送される。

ピンポンビンボンピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、 
異常がありませんでした。ご安心ください。』

非常放送のしかた（3）

5
 
3
4



火災灯点灯（赤色）
出火階の作動表示灯*灯（紂色）

I /

連動階

出火階

2火災を確肪する
•非火災■♦非火災放送スイッチを押す 

非火災放送が放送される。

ピンポン（第1シグナル音）
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果. 
異常がありませんでした。ご安心〈ださい。」

春マイクのスイ.ノチ、非常m旧スイッチ 

放送m旧スイッチ、非火災放送スイ./ 
チを押して火災放送をとめることがで 
きます。

白，H
必要な階を選択し、再びマ 
イクで放送する。

□ □
□ □

□ □1て〇）押す
一斉放送の場合は、一芥放

送スイッチを押す。
火災枚送時に放送愎旧ス 
チを押した後、放送階選 

択スイッチを押すと、第2 
グナル音が嗚ります

3状況に応じて、
適宜マイクで放送する。 
（マイク放送優先）

スイツチを押す

4放送愎旧スイッチを押す。

放送復旧

出火階と連動階にマイク放 
送が流れる。
連動一斉表示灯点灯時は、 
マイクは全館一斉放送とな 
り、5の操作は不要です。

火災放送時マイクで放送し 
た後、マイクスイッチを切る 
と第2シグナル音が嗚リます

押す
放送階選択指示灯が点滅

11

非常放送のしかた⑷
発信機•非常電話起動（火災）
（発信機•非常電話と連動蛉発報放送/火災放送切換スイッチが「火災放送」）

感知器から 

信号が〈る 

（発報状態）

出火階、連動階に火災放送が放送され 
る0

「火事です/火事です/〇階で火災が発生 
しました。落ち着いて避難して〈ださい。」 
ビュービュービュー（第2シグナル音）

6非常愎旧スイッチを押す。 
非常放送が終了します。
（感知器が動作している間は、 
非常放送は復旧しません。）

”累復旧

5
 
3
4



手動（#幸&）（発報放送/火災放送切換スイッチが「発報放送」）
_

又:理:

手動起動には手動連動，個別手動の2種類があります。（出荷時は手動連動） 
詳しくは工事説明書をご覧ください。

y非常復旧スイッチを押す。 
非常放送が終了します。

一1押す

は、一斉放 
す。

送復旧スイ 
:,放送階選 
すと、第2 
，ります。

ッチをネ甲す

ホ灯が点滅。

非常起動スイツチを押す。 
放送階選択指示灯が点滅。

放送したい階の放送階選択スイッチを押すC

放送諧•速動階の作動表示灯が点灯し、 
発羝放送が放辺される。
放送階選択表示灯が点灯。

\ / 屬択

□ □
連動階

一出火階□ □

g必要な階を選!） 
イクで放送す;

□ □
□ □1

□ □
□ □[C

□ □LC
—杏放送の場合 
送スイッチを押

火災放送時に放 
チを押した後 

択スイッチを押 
シグナル音が鳴

A状況に応じて、
適宜マイクで放送する 
マイク放送優先） 

スイッチを押す

^放送復旧スイ

出火階と連動階にマイク放 
送が流れる。
連動一斉表示灯点灯時は、 
マイクは全館一斉放送とな 

り、6の操作は不要ですc 
火災放送時マイクで放送し 
た後、マイクスイッチを切る 
と第2シグナル音が鳴ります。

放送階選択指

非常放送を終了する場合は7

ビンボンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「ただいま火災感知器が作動しました。係 
員が確認しておりますので、次の放送に 
ご注意ください0J

3火災を確認する
❷火災畤火災放送スイッチを押す。

火災放送が放送される。

ピンポンピンポンピンポン 
火事です/火事です/〇階で火災が発生 
しました。落ち着いて避難してください。 
ビュービュービュー（第2シグナル音）

離非常起動スイッチを押しても、火災放 

送されます。
•マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、 
放送m旧スイッチ、非火災放送スイッ 
チを押して火災枚送を止めることがで 
きます。

以下:i自動的に移行します。
•発m機起動（火災確認信号+階別信号）
•非常屯話作動（火災確認信号+階別倍号） 
•感知器作動（階別信号）
•タイムアップ（2 ~ 5分）
•非火災4非火災放送スイッチを押す。

非火災放送が放送される。
ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、 
異常がありませんでした。ご安心ください。」

非常放送のしかた（5）

6
 
4
5



非常放送のしかた⑹
手動（火災）
（発報放送/火災放送切換スイッチが「火災放送J）

\ :‘

I ■ ▲ _ ■

\ ノ

1手動起動には手虻連動.個別手動の2種類があります。（出荷時は手動連動） 
詳しくは工事説明書をご覧ください。

1非常起動スイッチを押す。 
放送階選択指示灯が点滅。

押す

p放送したい階の放送階選択スイッチを押す

枚送階•連動階の作動表示灯が点灯し、 
火災放送が放送される。
放送階選択表示灯が点灯3

'\y Osii•過«

□ □r 1
□ Dl I

□□1 i

「火事です./火事です/火災が発生しま 
した。落ち落いて避難して〈ださい。」 
ビュービュービュー（第2シグナル音）

春マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、 
放送復旧スイッチ、非火災放送スイV 
チを押して火災放送をとめることがで 
きます。
書非火災峙非火災枚送スイッチを押す。

非火災放送が放送される。

ピンポンピンポンピンポン（第Iシグナル音）
「先ほどの火災*知器の作動は、確|gの結果、 
異常がありませんでした。ご安心ください0j

3状況に応じて、
適宜マイクで放送する 
（マイク放送優先）

スイッチを押す

a I
_

，出火階と連が音にマイク放 
送が流れる,
連動一斉表示灯点灯時は、 
マイクは全館一斉放送とな 
り、5の操作は不要です。 
火災放送時マイクで放送し 
た後、マイクスイッチを切る 
と第2シグ十つ音が鳴ります

6非常復旧スイッチを押す: 
非常放送が終了します。

I家常復旧

Q

5必要な階を選択し、再びマ
イクで放送する3

□ □
□ □
□ □
□ □1 〇押す

□ □1 0押す
春一斉放送の場合は、一？f放 
送スイッチを押す。
拳火災放送時に放送復旧スイ 
ッチを押した後、放送階選 
択スイッチを押すと、第2 
シグナル音が嗚リます。

4放送復旧スイッチを押す。

放送彳s旧

押す
放送階選択指示灯が点滅:

13



後押し優先方式について
❾本機は、後押し優先方式を採用しており、一般放送時には常に後から押したスイッチが優先します 

（非常放送時に後押し優先方式は働きません。）
❹例えば、一般外部放送中に、本体のマイク放送を始めると、スピーカからの放送は、マイク放送になります。
また、本体のマイク放送が終了し、放送復旧スイッチを押すと一般外部放送が復旧されていないかぎり一般 

外部放送に戻ります。

［例］下図は、本体および本体に接続される機器の放送開始や放送復旧の流れ図を示します。

放送内容

接続機種\\
一般外部

（巳GM放送など）

本体からの 

一般放送

非常
Uモコン 

からの 

一般放送

チヤ

仏
非常リモコン 

からの一般放送
本体から 

一般放

一般外部放送
（BGM放送など）

0

起
動

<

 
:
£
M

本体からの 

一般放送
/他の起動が復旧後は、\
1まだ本体放送になりますノ

❷ ❻

放送

選択

再度

放送選択

非常リモコン 

からの 

一般放送

❸ ❺

放送

選択

再度

放送選択

チヤイム放送
起
動

復
旧

一般リモコン 

からの放送

※リモコンマイクの電源表示灯は、リモコンマイクが放 

送可能なとき（使用する機器が放送できる状態にある 

ことの意味）のみ点灯します0

アナウンス 

放 送

14



※ の個所が、スピーカよ0放送されています。

❼ ❽ ❾ (0 ® CD CE) CD (]

の
送
一般1」モコン

からの放送
自動
アナウンス

リ
ン
の

般n

ら
送

1

モ
か
放

一般外部 

/BGM \
1放送などノ

非常 

リモコン 

からの 

一般放送

本体からの
一般放送

非常 

リモコン 

からの 

一般放送

一般外部 

/BGM \
1放送などゾ

1 : !
_ _ _ _ 1_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 1_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

- —
©

復
旧

1 1 1
(B ©

復 放送 復
旧 選択 旧

❿

復 放送 復
旧 選択 旧

❿❼

復
旧

放
送

❾❽

復
旧

起
動

二一*.

 
-
S
3

r5



コンピュータ回路に異常が生じると赤 

色に点灯し、ブザー音（ピー）が鳴り続 

きます。

リモコン回線に異常が生じると赤色に 

点灯し、ブザー音（ピー）が鳴り続きま 
す。

蓄電池に異常が生じると、赤色に点灯 

し、ブザー音（ピー0、'約4秒おきに鳴 

ります。

マイクロホンに異常が生じると赤色に 

点灯し、ブザー音（ピー）が鳴り続きま 
す。

コンピュータリモコン 

回顯常
〇

16

日常点検
iご注意）- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
万一の際、的確に機器が動作するよう日常A検をおこなってください。 
日常*検時に異常を発見したときは、ただちに販売店または、保守契約 

店にご連絡ください。修理、mmを実れでおこないます。くわしくは、 
販売店にご相談ください。

画点検について
本機には、セルフチェ.ク機能があり、コンピュ 

—夕がリモコン回線、コンピュータ肉身、スピー 

カー回線（短絡）、マイクを常時点検し、24時問お 

きに蒂迸池の*検をおこないます。
コンヒュータが異常を発兄したときは、操作ハネ 

ル左上の異常表示灯、または短絡表示灯が点灯し 

矜告音（ブザー：匕一がなリます。マイクドアを 

開け、どこの異常かを確認してから、阪売店、保 

守契約店に速絡してください。
（異常が本体か、リモコンかは［山〗方のマイクドア 

をあけて確認してください。）
I?告音を止めるにはいずれかのスイッチを押して 

ください。一時的に止めることができます。
異常表示灯は赤く点灯したままです。

異常のあるときは、
この表示灯が点灯します0 

スピーカ回線が短絡すると、 
この表示灯が点灯します。

ぐ
cub co: 

SI£

• m O-Troi) Moo

マイクドア内

ク
常

心
0

マ
異
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■電源の点検
r-Cご注意）- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - —- - - - - '
•本機には、セルフチェック機能があリ、コンビュータが24時間おきに蓄電池の点検を自動的におこな 

いますが、丁••脚でも点.検力、おこなえます
• r-動で点検をおこないますと、コンヒュータは、それから24時I⑴おきにn勅的に点検をおこないます。

20時間 24時間 24時間

參自動点検
※コンピュータか24時間おきにA検をおこないます。

〔コンピュータが異常を発見したとき〕
♦「異常表示灯」と「蒂電池異常表ボ灯Jが亦色に点灯 

_ 4秒おきにブザー?Y-（ビー）が嗚リます0

〔処置〕
■操作ハネルのいずれかのスイッチを押すとブザー 

ff （ピー）が止まります。販売店または、保守契約 

店にご速玲ください。
•ブザー音（ピー）が止まっても異常表示灯は赤く也 

灯したままです。

Panasonic

主®源 赤ぐ点灯

コンビユ-タリモコン蓄妓マイク

◎〇〇〇
赤く点灯

.点検のしかた
，非常電源電圧を確認してください0
答電池点検スイッチを押さない状態で、主回路屯源 

電圧計の針が綵色（DC21 — 31V）の範囲内にあるこ 

を確認します。

主回路電源電圧 蓄電池点検

〇

主回路電源電圧

蓄電池電圧を確認してください。
蒂Yii辿点検スイッチを押して、主y路w源犯•の 

針が絲色（DC21〜31V）の範囲内にあることを確認 

します。

-（ぉ願ぃ）- - - - - - - - -
►茶迸池点検スイッチは何度も続けて押さない 

でください。蒂迸池の#命が短かくなる恐れ 

があリます。

蓄電池点検

9
押す
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日常点検
•蓄電池の交換について

^ zh注意
蓄電池の交換は、販売店か 

保守契約店に依頼する

❶ 感電の原因となります。

出 力
ニカド蓄電池
品 番

60 W NC 巳-165

120 W NCB-350

240 W NCB-600

蓄電池は非常放送されなくても、寿命があります。 
点検の際容量不足があれば、全数新品と交換して 

ください。
交換した蓄電池の取り扱いは注意してください。

不要になったニッケル•カドミウム蓄電池は貴 

重な資源を守るために、廃棄しないでニッケル• 
カドミウム蓄電池のリサイクル 

にご協力ください0

Ni-Cd

^犯力増幅ユニット及び蒂屯池との紺み介わせによりド,iiiの汕リ桃成されます,
ワット（W）数 非常用放送設備 電力増幅ユニット 二カド蓄爾池

60W VVK-770A VVU-P36A NCB-165

120VV WK-770A.WK-775A.WK -780A VVU P37A NCB 350

240W WK 770A.WK 775A,WK 780A WU P38A NCB 600

fし王;#: y

*蒂范池を交換する際は范力増幅ユニットのワット数に介わせて必ず上衣のものを使川してください。 
これ以外の茶^池を使用することは充屯viz流の違いなどから過充屯など危険な状態になりますので絶 

対に使用しないでください。

18



保守点検のお願い
•消防法によリ定期.【.v.検、m防’只への報告およ 

ひ-.|.V•検結米:の糾持台帳への,i d Mか義務づけら 
れています。

*建物の規校、用途によっては消防設備士また 
は、由治大臣が認めた有資格者が点検しなけ 
Kばなリません。
•当社では非常用放送設備が正しく動作するた 
めに、締結をおすすめします。
•保守契約をしていただくことは、ご使用者に 
かわって「消防設備士」• r消防設備点検資格 
rijが定期点•検をおリ|き受けするわけですか 
ら保証期間内であっても定期点検業務にっぃ 
ては有憤となります。

点検整備
ありがとう。0Kです。

おかげで私共もまた定期的（二 安•しして、ります。
おれますよ。日常点検を

お忘れなく.

保守契約店にご連絡くださV
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非常起動スイツチを押しても火災灯が暗い。

その他の動作
■非常マイクロホン操作について
非常マイクロホン操作は、音声咎報状態に優先します。
音声警報状態 マイクロホン操作終了後

音声警報停止、自動放送タイマー停止

第：
.（as.：

音声警報停止

発報放送

火災放送

非火災放送

ク

S5
_グナル杏のリ返し〇屬動

＜点幻•（赤a）〉

放送終了後に 

火災確認信号 
または

追加階別信号 
を受信した場合

火災放送

、移行

I放送復旧スイッチ操作について
音声警報状態
発報放送 

火災放送
非火災放送

放送後旧 階別選択の解除 
音声警報停止 

モニタ停止
自動放送タイマー停止

その後

押す
（音声警報状態）
発報放送の場合 音声警報停止

火災娜辟—:返し.**動. 

音声警報停止非火災放送の場合

放送終了後に 
火災確認信号 
または

追加階別信号 
を受信した場合

火災放送
へ移行

19
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定格•付属品
定格

電 原 DC + 24V

消費穹流
WR-770 WR-775 WR-780
220mA 235^- 250mA

周波K巧性 100- 10,000Hz± 2dB
ひす；率 1 %以下

非常マイク入力 -58dB 600 Qに適合不平衡AVC付 
（—聆アナウンスと兼写）

リモコン出力 -3.8（38 600 0平衡

出カレへル計 5ホイント発光ダイオード表示

モニタス：：一力
出力0.3W 8Q 
ァッテーネ付（1,2,3）

（ハウリング防止回路付）

主回路電眉 
電圧計

非常電原電圧、蓄電池電圧 
（フッシユノンロック切換式）

制御回路

放送階選択 〔WR-770〕： 10局+ —斉
〔WR-775〕： 15局+—斉 
〔WR-780〕： 20局 +—斉

ブロック選択 S局

寸 法 450（幅）X3I0（高さ）X60（奥行）mm

質 S（重M）
〔WR-770〕：約3.7kg 
〔WR-775〕：約3.8kg 
〔WR-780〕：約3.8kg

仕 上 け
パネル、側板、アルミカバー：

マンセル7.9Y6.8 0.8近似色 
（AVアイポリー色）

圍付属品
マイクロ ；?、ン（WU-Z22U）

保証とアフターサービス （よくお読みください）
修理•お瓦‘:）扱い•お手入れなどのご相談は…
字す'、お貢/上げの販売店へお申し付けください。 
•修理は、了ービス会社•販売会社の「矮理相談窓口」

I保証書（別添付）
必す、お買い上げの販売店からお買い上げ日•販売 

店名など0記入をお確かめのうえ受け取り、よ＜お 

読みのあこ、大切に保管して＜ださい。

保証期間：お買い上げ日から1年間

■修理を依頼されるとき
まず電源を切ってから、お買い上げの販売店へご連 

絡ください。
■保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が出張修 

理させていただきます。
春保証期間を過ぎているときは 

修理すれば使用できる商品については、ご希望によ 

り有料で修理させていただきます。

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。）

お買い上げ年月日 年月日 品番 WR-770,775,780

販売店 名 電話（ ） 一

松下電器産業株式会社 

松下通信工業株式会社AVシステム事業部
〒224横浜市都筑区佐江戸町600 0（045） 932- 1231 （大代表）

N0294-3036 A8QA3243DN


